
第１９回　北海道クラブバレーボール連盟　コカ・コーラ杯争奪選手権大会
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【６人制女子予選ブロック戦　９月１０日】
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　　　　（Ａ・Ｂ・Ｃコート：野幌運動公園総合体育館，
　　　　　　　　　　　　　　Ｆ・Ｇ・Ｈコート：札幌市美香保体育館）

【６人制女子決勝トーナメント】
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優　勝
北海道V-spilit
（札幌市）
2年連続4回目

優勝：北海道Ｖ-spirit(札幌市)、準優勝：ＣＨＯＰ!!(江別市)、３位：Ｃａｎｙｏｎ(札幌市)、WITH★A.S(江別市)

（決勝戦戦評）2年連続同一カードとなった決勝戦の1セット目,CHOP!!はエース3番青山を中心とした攻撃で徐々にリードを広げる。対する北海道V-spiritも粘り
あるレシーブでそれを許さず互角な展開となる。終盤からバランスの取れた攻撃を見せた北海道V-spiritが粘るCHOP!!を逆転しこのセットを27-25と先取する。
1セット目の勢いそのままに2セット目も北海道V-spiritが序盤からリードを広げる。対するCHOP!!も高さある16番黒澤,9番三浦にトスを集め応戦するが,北海道
V-spiritも1番米田,10番星の活躍で一度も主導権を渡さずにこのセットも25-11と連取して2年連続4回目の優勝を飾った。


